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ⅣⅣⅣⅣ    犯罪被害者に関すること犯罪被害者に関すること犯罪被害者に関すること犯罪被害者に関すること    

もし、あなたが犯罪被害者等になったらもし、あなたが犯罪被害者等になったらもし、あなたが犯罪被害者等になったらもし、あなたが犯罪被害者等になったら    

１ ねらい  

犯罪被害者等（家族・遺族を含む。以下同じ）の立場を理解し、犯罪被害者等に配慮

するための知識を得るとともに、個人としてできることがあることを知り、みんなで支

え合うことの大切さを学ぶ。 

 

２ ワークシート 

問１ 「犯罪被害」ってどんなことだろう。 

あなたは「犯罪被害」と聞いてどんな種類の犯罪を思い浮かべますか。書きましょう。 

 

１ 窃盗               ４                   

２ 殺人・暴力            ５                   

３ 性犯罪              ６                   

 

問２ 「犯罪被害者等」はどんな気持ちでいるのだろう。 

あなたが「問１」に挙げたような犯罪被害に遭ったとすると、どんな気持ち・状態に

なるか、思ったことを書きましょう。 

(1) 犯罪の種類 〔            〕 

(2) 気持ち・状態 

 

１ 不安な気持ちになる        ４                   

２ 落ち込む             ５                   

３ 被害のことは忘れたい       ６                   

 

問３ 「犯罪被害者等」がしてほしいと思っていることはどんなことだろう。 

あなたの友人や知人が犯罪被害に遭ったとき、周囲に「こうしてほしい」「手伝って

ほしい」と思っていることがあるとしたら、それはどんなことでしょう。 

 

１ プライバシー等のへの配慮     ４                   

２ 日常的な話し相手         ５                   

３ 家族の介護、子どもの世話     ６                   

 

問１、２、３を通して思ったことを自由に書きましょう。みなさんで話し合ってみまし

ょう。 
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犯罪被害者遺族になって亡き息子を想う 
西川 和子 

23 歳の息子は平成 13 年 10 月 31 日に今治市の山中で殺されました。息子和幸は自分が埋められ
るとも知らず掘った穴で４人の男たちに暴行を受け、首を絞められて埋められたのです。3年半後
に白骨死体となって掘り出された事件です。 
此の事件以後、私の心には矛盾が生まれています。犯人たちの人権は真綿で包まれた卵のよう

に法律によって十分すぎるほど守られているように思うのです。それに引き換え被害者遺族の私
たちには人権は有ったのでしょうか？まるで殻をむかれたつるつるのゆで卵のように無防備で法
律や裁判の知識もなく、教えてくれる人も守ってくれる人もおらず、無神経な知人の言葉に傷つ
き、ちょっとの事にもおろおろし、本当に何も分からず、心細く、不安と涙と怒りの中で、重病
の夫と４人の子どもを抱えて必死に踏ん張っていたことを思い出します。 
今、私は息子が殺される程の何をしたのか知りたい思いで一杯です。もう息子には会えません。

息子に逢いたくなったときは仏壇の前で「和君……」と語ります。辛い事を話す時、お燈明の火
が不思議とチロチロチロと小さくなるんです。そして「元気出して頑張るね……」と気持ちを切
替えて語るときにはお燈明の火が大きくゆらゆらとなっているんです。これが「和君」との対話
なんです。逢いたくても逢えない、話したくても話せない、むごいですよね。 
こんな辛い思いを、もう誰も味あわなくてもいい、安全で安心して暮らせる社会になるように

願っています。 

犯罪の種類犯罪の種類犯罪の種類犯罪の種類    認知件数認知件数認知件数認知件数    

交通事故  7,903 

刑
法
犯
認
知
件
数 

窃盗 13,075 

殺人・強盗・放火 53 

強姦・性犯罪 56 

その他（詐欺、薬物犯罪等） 2,972 

３ 研修のポイント 

犯罪は人権を侵害する行為です。犯罪被害には、直接的被害と副次的被害（二次被害）

があります。直接的被害は、犯罪から直接受ける被害をいいます。例えば、殺人・傷害・

交通事故などは、犯罪から生命・身体に直接受ける被害です。副次的被害は、事件後に

生ずる精神的ショックや身体的不調(ＰＴＳＤ・トラウマ)等です。 

  このワークシートに出てくる「犯罪被害者等」とは、犯罪及びこれに準ずる心身に有

害な影響を及ぼす行為（交通事故など）によって、被害を被った者及びその家族または

遺族のことです。  

(1) 犯罪被害者等について 

   「犯罪被害」というと、ニュースで   

報道されることの多い殺人・傷害事件  

などの被害者等を思い浮かべるかもし 

れませんが、他にも、交通事故や窃盗 

などの被害に遭い、心身に大きな傷を 

受けている方がたくさんいます。 

(2) 犯罪被害者等の事件後の心境や状況 

被害者等は、予期せぬ困難に直面することがあります。例えば、殺人や交通事故等

の被害に遭うと、緊急の入院や病院での付添、介護、葬式、生活の工面、マスコミや

警察への対応、転居・転職等、個人では対応しきれない数々の困難に遭遇し、苦しむ

ことになります。そればかりか、周囲の人たちの心無い言動・態度によって深く傷つ

く等、数々の苦しみにも遭遇することになります。 

犯罪被害者等は、犯罪による直接的被害のみならず、精神的被害を受けると、被害

前と同じまでに回復することは難しく、たとえ回復するにしても長い時間が必要にな

ります。被害者の家族も同じです。被害者等の心境や状況について質問したところ、

「不安を抱えた」「落ち込んだ」「運が悪かったと思った」と思う人が多くいます。ま

た、「誰かそばにいてほしい」「自分の気持ちは誰にもわかってもらえないと思った」

と孤独感をもつ人が半数前後いることも見逃すことができません。被害者等は様々な

思いを抱きながら苦しんでいるのが現状です。 

【資料１】愛媛県の犯罪認知件数【資料１】愛媛県の犯罪認知件数【資料１】愛媛県の犯罪認知件数【資料１】愛媛県の犯罪認知件数    
（平成（平成（平成（平成 23232323 年年年年 1111 月～月～月～月～12121212 月）（愛媛県警察月）（愛媛県警察月）（愛媛県警察月）（愛媛県警察 HPHPHPHP より）より）より）より）    
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【資料【資料【資料【資料２】事件後の心境や状況２】事件後の心境や状況２】事件後の心境や状況２】事件後の心境や状況（平成（平成（平成（平成 20202020 年度年度年度年度    犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）    

【資料【資料【資料【資料３】犯罪被害者等の心境や状況３】犯罪被害者等の心境や状況３】犯罪被害者等の心境や状況３】犯罪被害者等の心境や状況（平成（平成（平成（平成 20202020 年度年度年度年度    犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）犯罪被害者等に関する国民意識調査より）    

●●●●精神的に落ち着いたり、楽になった言動・態度精神的に落ち着いたり、楽になった言動・態度精神的に落ち着いたり、楽になった言動・態度精神的に落ち着いたり、楽になった言動・態度    

0% 10% 20% 30% 40% 50% 60% 70% 80%

全然報道してもらえず、淋しいと思った
加害者をゆるそうと思った

ひとりにしてほしいと思った
いま暮らしているところから離れたいと思った

将来の夢や希望を持てずにいた
経済的に困った

被害にあったことを恥ずかしいと思った
自分を責めた

孤立感、疎外感にさいなまれた
加害者に仕返しをしたいと思った

自分の気持ちは誰にもわかってもらえないと思った
不眠や食欲不振により体調を崩した

自分はとても不幸だと思った
外出したくないと思った

誰かにそばにいてほしいと思った
加害者に恐怖心を抱いた

事件のことは忘れたいと思った
被害者としての自分の立場、状況をわかってほしいと思った

精神が不安定になった
運が悪かったと思った

落ち込んだ
不安を抱えた

平成20年度犯罪被害者（自身）
平成20年度犯罪被害者（家族）

 

0% 5% 10% 15% 20% 25% 30% 35% 40% 45%

「いつまで沈んでるんだ」等と叱咤激励する

「早く忘れなさい」等と忘却を促す

「運が悪かった」等と偶然を強調する

「がんばってね」等と軽い感じに励ます

「つらかったでしょう」等と同情をあらわす

事務手続き等を粛々と進めようとする

被害者を見守ろうとあえて距離を置く

事件のことはあえて触れないで普段通り接する

熱意をもって被害者の回復を促そうとする

この中にはひとつもない

その他  

0% 10% 20% 30% 40% 50%

その他

この中にはひとつもない

「いつまで沈んでいるんだ」等と叱咤激励する

「早く忘れなさい」等と忘却を促す

被害者を見守ろうとあえて距離を置く

事務手続き等を粛々と進めようとする

熱意をもって被害者の回復を促そうとする

「がんばってね」等と軽い感じに励ます

「運が悪かった」等と偶然を強調する

「つらかったでしょう」等と同情をあらわす

事件のことはあえてふれないで普段通り接する

●精神的に傷つけられた●精神的に傷つけられた●精神的に傷つけられた●精神的に傷つけられた言動・態度言動・態度言動・態度言動・態度    
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(3) 周囲の人の言動・態度がどんな影響を与えるか 

事件後、「いつまで沈んでいるんだ」「早く忘れなさい」「運が悪かった」等の言葉がけ

は、善意で激励をするつもりかもしれませんが精神的苦痛を与える恐れがあり、相手の

気持ちに配慮した接し方が必要です。一方、「事件のことはあえて触れないで、普通に接

する」ことは、犯罪被害者等への精神的な落ち着きをもたらす効果があります。また、

「つらかったでしょう」「がんばってね」等の言葉がけは、精神的な被害をやわらげる効

果もありますが、逆に傷つけることもあり、慎重な対応が必要です。 

 

(4) 犯罪被害後、犯罪被害者等はどんな支援・配慮をしてほしいか 

「犯罪被害後にどのような支援・配慮を必要としたのか」の質問に対し、「事件につい

ての相談相手」「警察との対応の手助け、付添い」「病院への付添い」等周囲の人の手助

けを望んでいる反面、「そっとしてほしい」と周囲の人との距離を取りたい気持ちや「プ

ライバシー等への配慮」等、周囲の人々の配慮を求めることなどが交錯し、犯罪被害者

等の気持ちの複雑さが読み取れます。 

  

 

0% 10% 20% 30% 40%

特になし

周囲からの支援よりも行政主導による公的な支援が重要

その他

報道機関との応対の手助け

裁判所へ行く際の付き添い

支援団体、自助グループ等の紹介

家族の介護、子どもの世話

精神的自立への励まし、支援

生活全般の手伝い

日常的な話し相手

プライバシー等への配慮

病院への付き添い

そっとしておいてもらうこと

警察との対応の手助け、付き添い

事件についての相談相手

 

(5) どこに相談すればよいか 

犯罪被害者等の支援活動は、警察、検察庁、市・町、民間団体等「愛媛県犯罪被害者

支援連絡協議会」に加入している各種の機関・団体が相談に応じています。また、全国

の各都道府県にある全国被害者ネットワークに加入している民間団体（一般社団法人・

ＮＰＯ法人被害者こころの支援センターえひめ」等）では、専門的に教育を受けた相談

員等が相談や支援を行っています。    

４４４４    まとめまとめまとめまとめ    

犯罪被害に遭うと、高額な医療費の負担、収入の途絶、失業・転職、住居の移転等の

経済的被害や周囲の人の言動・態度による精神被害などにより、被害者等のこれまでの

人生は一変してしまいます。 

様々な犯罪被害に苦しむ被害者等に対し、被害者等が置かれている立場を充分理解し、

被害者等の名誉や平穏な生活を害することのないように特に配慮することが必要です。 

【資料４】犯罪被害者等に必要な支援・配慮（被害直後）【資料４】犯罪被害者等に必要な支援・配慮（被害直後）【資料４】犯罪被害者等に必要な支援・配慮（被害直後）【資料４】犯罪被害者等に必要な支援・配慮（被害直後）（平成（平成（平成（平成 20202020 年度犯罪被害者等に関する国民意識調査より）年度犯罪被害者等に関する国民意識調査より）年度犯罪被害者等に関する国民意識調査より）年度犯罪被害者等に関する国民意識調査より）    
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